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藍
鼎
元
『
女
撃
』
　
の
研
究
　
〔
9
〕

本
稿
で
は
、
婦
徳
篇
中
　
（
女
拳
巻
二
）
　
「
敬
身
之
徳
」
　
巻
第
五
十
九
章
～
第
六
十
五
章

に
関
す
る
研
究
を
掲
載
す
る
。

【
第
五
十
八
草
】

［
原
文
］
曲
種
目
、
男
女
不
雑
坐
、
不
同
椀
柳
、
不
同
巾
櫛
、
不
親
授
、
［
節
、

槌
音
移
、
蜘
音
架
、
］
　
櫻
叔
不
通
間
、
［
節
］
　
男
女
非
有
行
躾
、
不
相
知
名
、
非
受

幣
、
不
交
不
親
、
右
、
第
五
十
八
章
、

あ

い

ま

じ

り

　

　

　

　

こ

ろ

も

か

け

　

　

　

　

　

　

　

て

ぬ

ぐ

い

く

し

曲
蔵
に
日
わ
く
、
男
女
は
、
雑
　
坐
せ
ず
、
秘
棚
を
同
じ
く
せ
ず
、
巾
　
櫛

み
ず

を
同
じ
く
せ
ず
、
親
か
ら
授
け
ず
。
（
1
）
　
［
節
な
り
。
椀
は
、
音
移
。
棚
は
、
音

架。］あ

に

よ

め

お

と

う

と

　

　

あ

い

さ

つ

娘
　
　
叔
は
、
通
問
せ
ず
。
（
2
）
　
［
節
な
り
。
］

な

こ

う

ど

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぬ

さ

男
女
は
、
行
媒
有
る
に
非
ざ
れ
ば
、
名
を
相
い
知
ら
ず
。
幣
を
受
く
る
に
非

し
た

ざ
れ
ば
、
交
わ
ら
ず
親
し
ま
ず
。
（
3
）
　
右
、
第
五
十
八
章
。

○
資
料
研
究

（
1
）
　
『
穐
記
』
曲
機
上
篇
に
、
「
男
女
は
、
雑
坐
せ
ず
、
椀
柳
を
同
じ
く
せ

み
ず

ず
、
巾
櫛
を
同
じ
く
せ
ず
、
親
か
ら
授
け
ず
。
」
と
あ
る
。
鄭
玄
注
に
「
皆
な
、

別
を
重
ん
じ
淫
乱
を
防
が
ん
が
篤
め
な
り
。
雑
坐
せ
ず
と
は
、
男
子
は
堂
に
在

り
、
女
子
は
房
に
在
る
な
り
。
」
　
と
あ
る
。
な
お
、
孫
希
且
『
蔵
記
集
解
』
曲

下
見
　
隆
雄

稽
上
第
一
之
二
に
、
呂
大
臨
の
説
　
「
男
女
は
雑
坐
せ
ず
と
は
、
脛
に
文
無
し
と

錐
も
、
然
れ
ど
も
喪
祭
の
蔵
、
男
女
の
位
異
な
れ
り
。
男
子
、
堂
に
在
れ
ば
、

則
ち
女
子
、
房
に
在
り
。
男
子
、
堂
下
に
在
れ
ば
、
則
ち
女
子
、
堂
上
に
在
り
。

男
子
、
東
方
に
在
れ
ば
、
則
ち
女
子
、
西
方
に
在
り
。
坐
す
る
に
も
、
亦
た
宜

し
く
然
す
べ
し
。
」
　
を
掲
げ
る
。
な
お
、
内
則
篇
に
は
、
「
七
年
に
し
て
、
男

女
、
席
を
同
じ
く
せ
ず
。
食
を
共
に
せ
ず
。
」
　
と
あ
り
、
「
男
は
内
を
言
わ
ず
、

女
は
外
を
言
わ
ず
。
祭
に
非
ず
喪
に
非
ざ
れ
ば
、
器
を
相
い
授
け
ず
。
其
の
相

か
た
み

い
授
く
る
に
は
、
序
は
受
く
る
に
箆
を
以
て
し
、
匪
無
き
と
き
は
、
則
ち
皆

お

　

　

　

　

　

　

　

の

ち

坐
し
て
之
れ
を
実
き
て
、
而
し
て
后
に
之
れ
を
取
る
。
外
内
、
井
を
共
に
せ
ず
、

ゆ

ど

の

ゆ

あ

み

　

　

　

　

　

　

ね

や

　

と

お

す

　

　

　

も

の

を

か

り

る

　

し

た

し

く

偏
　
浴
を
共
に
せ
ず
、
寝
席
を
通
せ
ず
、
乞
　
候
を
　
通
　
せ
ず
、
男
女
、
衣

し

た

し

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

う

そ

ぷ

裳
を
通
せ
ず
。
内
言
出
だ
さ
ず
、
外
言
入
れ
ず
。
男
子
、
内
に
人
ら
ば
、
噴

か
ず
指
さ
ず
、
夜
行
く
に
は
燭
を
以
て
す
、
燭
無
げ
れ
ば
則
ち
止
む
。
女
子
、

か
お
　
お
お
い
か
く
す

門
を
出
れ
ば
、
必
ず
其
の
面
を
擁
　
蔽
す
。
夜
行
く
に
は
燭
を
以
て
す
、
燭
無

け
れ
ば
則
ち
止
む
。
道
路
は
男
子
は
右
由
り
し
、
女
子
は
左
由
り
す
。
」
　
と
、

つ
く

ま
た
、
「
種
は
夫
婦
を
謹
む
に
始
ま
る
。
宮
室
を
慮
り
て
外
内
を
排
じ
、
．
男
子

こ
ろ
も
か
け

は
外
に
居
り
、
女
子
は
内
に
居
り
、
…
…
…
男
女
、
機
軸
を
同
じ
く
せ
ず
、

こ

ろ

も

か

け

　

か

　

　

　

　

　

　

　

　

も

の

い

れ

ば

こ

敢
え
て
夫
の
樺
蝕
に
解
け
ず
、
敢
え
て
夫
の
筐
　
笥
に
蔵
せ
ず
、
敢
え
て
温

浴
を
共
に
せ
ず
云
々
」
　
と
あ
る
。

0
ノ7
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あ
に
よ
め
お
っ
と
の
お
と
う
と
　
　
な
よ
ぴ
あ
い
さ
つ

（
2
）
『
種
記
』
曲
稽
上
篇
に
、
「
娘
　
　
叔
　
は
、
通
　
問
せ
ず
。
」
　
と
あ

る
。
な
お
、
『
欒
府
詩
集
』
巻
第
三
十
二
、
相
和
歌
群
、
平
調
曲
、
「
君
子
行
」

古
辞
に
、
「
君
子
未
然
に
防
ぐ
、
嫌
疑
の
間
に
威
せ
ず
。
…
・
‥
娘
叔
は
親
か
ら

授
け
ず
。
長
幼
は
比
肩
せ
ず
云
々
」
　
と
あ
る
。

（
3
）
『
稽
記
』
曲
種
上
篇
に
、
「
男
女
は
、
行
媒
有
る
に
非
ざ
れ
ば
、
名
を

相
い
知
ら
ず
。
幣
を
受
く
る
に
非
ざ
れ
ば
、
交
わ
ら
ず
親
し
ま
ず
。
」
と
あ
り
、

鄭
玄
注
に
　
「
媒
の
往
来
し
て
昏
姻
の
言
を
侍
う
る
を
見
て
乃
ち
姓
名
を
相
い
知

る
。
」
　
と
い
う
。
孔
穎
達
『
正
義
』
に
、
「
先
ず
媒
氏
行
き
て
、
昏
姻
の
意
を

侍
う
る
を
須
ち
て
後
、
乃
ち
名
を
知
る
。
妹
の
往
乗
し
て
昏
姻
の
言
を
侍
う
る

を
見
て
乃
ち
姓
名
を
相
い
知
る
な
り
。
故
に
昏
種
に
六
穐
有
り
て
、
二
を
問
名

と
日
う
。
」
　
と
い
う
。
ま
た
、
「
幣
を
受
く
る
云
々
」
　
に
つ
い
て
は
、
鄭
玄
注

に
、
「
別
を
重
ん
ず
る
な
り
。
穐
有
り
て
乃
ち
相
い
纏
う
こ
と
固
し
。
」
　
と
あ

り
。
孔
頴
達
『
正
義
』
一
に
、
「
幣
と
は
碑
の
玄
燻
・
東
南
な
り
。
先
ず
種
幣
を

こ
も
ご
も

須
ち
て
、
然
る
後
、
交
親
し
む
な
り
。
」
　
と
い
う
。よ

し
み

『
稽
記
』
昏
義
篇
に
、
「
昏
蔵
は
、
格
に
二
姓
の
好
を
合
わ
せ
、
上
は
以
て

宗
廟
に
事
え
て
、
而
し
て
下
は
後
世
に
継
が
ん
と
す
る
な
り
。
故
に
君
子
之
れ

を
重
ん
ず
。
是
こ
を
以
て
、
昏
種
に
、
納
采
・
問
名
・
納
吉
・
納
徴
・
請
期
に

は
、
主
人
、
廟
に
延
几
し
て
、
而
し
て
拝
し
て
門
外
に
迎
え
、
入
り
て
揖
譲
し

て
而
し
て
升
り
、
命
を
廟
に
聴
く
。
昏
種
を
敬
憬
・
重
正
す
る
所
以
な
り
。
」

と
あ
る
。

『
儀
種
』
士
昏
鵡
篇
に
、
儀
式
に
つ
い
て
の
詳
細
な
儀
節
の
展
開
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
初
め
は
　
「
納
采
」
　
の
礼
、
婿
の
家
か
ら
女
性
側
に
使
者
を
差
し
向

け
礼
物
を
納
め
て
、
採
択
の
意
志
を
伝
え
、
父
か
ら
結
婚
の
承
諾
を
得
る
。
次

は
　
「
問
名
」
、
使
者
は
女
性
の
名
を
問
う
。
次
は
　
「
納
吉
」
、
婿
側
で
は
、
こ

の
結
婚
の
吉
凶
を
廟
で
占
い
、
吉
兆
を
得
た
旨
を
女
性
側
に
伝
え
る
。
次
は
「
納

徴
」
、
婚
約
の
取
り
決
め
を
完
了
す
る
儀
式
。
使
者
を
遣
っ
て
幣
南
を
納
め
る
。

次
は
　
「
請
期
」
、
結
婚
式
の
期
日
を
占
っ
て
吉
日
を
得
た
ら
女
性
側
に
伝
え
て

諾
否
を
請
う
。
次
は
　
「
親
迎
」
、
結
婚
式
当
日
。
婿
自
身
が
赴
い
て
婦
を
迎
え

る
礼
。
以
上
で
六
礼
が
整
う
。

◎
『
典
故
列
女
侍
』
頭
注
部
分

「
内
閣
文
庫
」
　
本
の
頭
注
部
分
に
、

［
原
文
］
槌
柳
帥
衣
架
、
櫛
印
税
琵

馳
伽
は
帥
ち
衣
架
な
り
、
櫛
は
帥
ち
杭
琵
な
り
、

と
あ
る
。
本
文

う
で
あ
る
。

②
地
軸
即
衣
架
、

③
馳
伽
即
衣
架
、

④
秘
棚
帥
衣
架
、

⑤
椀
蜘
帥
衣
架
、

⑥
椀
柳
帥
衣
架
、

以
上
、
「
琵
」

「
地
軸
」
・
「
櫛
」
　
に
付
す
る
注
で
あ
る
。
各
本
、
以
下
の
よ

櫛
印
税
琵

櫛
印
税
琵

櫛
印
税
琵

櫛
印
税
固

櫛
印
税
矧

を
、
⑤
・
⑥
で
は
、
傍
線
部
の
よ
う
に
　
「
箆
」
　
に
変
じ
る
。

000

◎
　
「
敬
身
の
徳
」
　
に
つ
い
て
の
藍
鼎
元
の
論

［
原
文
］
男
女
之
防
、
人
獣
之
関
、
最
宜
慎
重
、
不
可
素
也
、
女
子
守
身
、
普

兢
兢
業
業
、
如
将
軍
守
城
、
稽
有
〓
宅
疎
失
、
則
不
得
生
、
故
日
、
無
不
敬
也
、

敬
身
盛
大
蔦
、
別
嫌
明
微
、
必
防
共
漸
、
正
本
清
源
、
必
憬
其
始
、
可
貧
可
鰻
、

可
死
可
亡
、
而
身
不
可
辱
、
述
敬
身
之
徳
、
自
此
下
凡
八
草
、

し

き

り

　

　

　

　

へ

だ

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

み

だ

男
女
の
防
、
人
獣
の
閑
は
、
最
も
宜
し
く
慎
重
な
る
べ
く
し
て
、
素
る
可

い
ま
し
め
つ
つ
し
み
　
あ
や
ぷ
み
お
そ
れ
る

か
ら
ざ
る
な
り
　
（
1
）
。
女
子
、
身
を
守
る
に
、
常
に
兢
　
　
兢
・
業
　
　
業
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わ
ず
か

な
る
こ
と
、
将
軍
の
城
を
守
る
が
如
く
な
る
べ
し
。
棺
に
一
義
の
疎
失
す
ら

も
有
れ
ば
、
則
ち
生
く
る
こ
と
を
得
ず
。
故
に
日
く
、
敬
せ
ざ
る
こ
と
無
し
、

う
た
が
わ
し
き
　
し
り
わ
か
つ
　
か
す
か

身
を
敬
す
る
を
大
な
り
と
鳥
す
な
り
と
　
（
2
）
。
　
嫌
　
を
　
別
　
し
微
な
る

み

わ

け

る

　

　

　

　

　

　

　

い

と

ぐ

ち

に
明
に
し
、
必
ず
其
の
漸
を
防
ぐ
。
本
を
正
し
源
を
清
に
し
、
必
ず
其
の

始
め
を
憬
し
む
。
貧
な
る
可
く
頗
な
る
可
く
、
死
す
る
可
く
亡
す
る
可
け
れ
ど

も
、
而
れ
ど
も
身
は
辱
か
し
む
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
敬
身
の
徳
を
述
ぶ
る
こ
と
、

此
れ
自
り
以
下
、
凡
そ
八
章
な
り
。

○
資
料
研
究

（
1
）
　
『
種
記
』
祀
運
篇
に
も
、
「
飲
食
男
女
に
は
、
人
の
大
欲
存
す
。
…
…

お

…
一
に
以
て
之
れ
を
窮
め
ん
と
欲
す
れ
ば
、
種
を
舎
き
て
、
何
を
以
て
せ
ん
や
。
」

と
あ
る
。
食
欲
・
性
欲
は
、
生
き
物
で
あ
る
人
間
が
、
最
も
自
律
的
な
制
御
に

苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
制
御
を
自
律
的
な
心
の
命
令
と
し
て
発
す

る
道
徳
の
規
準
が
定
め
ら
れ
る
必
要
が
生
じ
よ
う
。
い
ず
れ
も
、
人
間
が
生
ま

れ
出
て
存
続
す
る
上
で
の
基
本
的
な
必
要
の
欲
で
あ
る
が
、
特
に
性
欲
に
は
、

食
欲
と
は
異
な
る
多
く
の
複
雑
な
問
題
が
含
ま
れ
る
。
男
性
・
女
性
と
い
う
質

を
異
に
す
る
両
様
の
性
欲
へ
の
対
応
・
調
和
は
、
人
間
関
係
安
定
の
要
で
あ
り
、

子
孫
を
生
み
家
庭
を
形
成
し
、
国
家
・
社
会
の
構
築
に
関
わ
る
重
要
な
契
機
が

存
す
る
の
で
あ
る
。
性
欲
に
は
、
男
女
の
い
ず
れ
に
も
、
自
己
管
理
を
超
え
る

奔
放
な
情
念
が
潜
在
し
、
噴
出
が
過
剰
に
な
る
と
、
時
と
し
て
深
刻
な
人
間
関

係
の
諸
問
題
を
ひ
き
起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
両
様
の
性
欲
の
不
調
和

は
、
社
会
混
乱
の
諸
原
因
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
男
女
の
別
」
　
す

な
わ
ち
男
女
の
間
の
け
じ
め
を
ど
う
定
め
る
か
が
、
古
来
、
礼
の
問
題
と
し
て

注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

く

ぞ

う

し

　

け

い

ろ

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぷ

ん

し

『
孔
叢
子
』
刑
論
第
四
に
、
刑
罰
と
礼
制
に
つ
い
て
、
文
子
が
孔
子
に
質
問

ご

え

つ

す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
文
子
は
、
「
呉
越
の
俗
、
稽
無
く
し
て
而
し
て
亦
た
治

ま
る
は
何
ぞ
や
。
」
　
と
問
う
。
孔
子
は
、
「
夫
れ
呉
越
の
俗
、
男
女
に
別
無
し
。

川
を
同
じ
く
し
て
而
し
て
浴
し
、
民
、
軽
ん
じ
て
相
い
犯
す
。
故
に
其
の
刑
重

た

く
し
て
而
し
て
勝
え
ず
。
確
無
き
に
由
る
な
り
。
中
園
の
教
、
外
内
と
鳥
し
て

以
て
男
女
を
別
す
。
器
服
を
異
に
し
て
、
以
て
等
類
を
殊
に
す
。
故
に
其
の
民
、

の
り

篤
く
し
て
而
し
て
法
す
。
其
の
刑
、
軽
く
し
て
而
し
て
勝
う
。
鵡
有
る
に
由
る

な
り
。
」
　
と
答
え
て
い
る
。
男
女
各
が
両
性
間
の
け
じ
め
を
認
識
す
る
礼
の
決

ま
り
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
。
儒
教
家
族
制
に
お
い
て
、
性
欲
の

自
己
制
御
や
性
へ
の
対
応
自
覚
は
、
「
男
女
の
別
」
　
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
。
『
種

記
』
　
の
中
で
こ
れ
に
関
す
る
指
摘
は
多
い
。
上
章
注
　
（
1
）
　
「
内
則
」
篇
に
掲

げ
る
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、
「
郊
特
牲
」
　
篇
に
、
「
天
地
合
し
て
而
し
て
后
に
萬
物
興
る
。
夫
れ

昏
穂
は
、
萬
世
の
始
め
な
り
。
異
姓
に
取
る
は
、
遠
き
に
附
し
別
を
厚
く
す
る

お

く

り

も

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

つ

所
以
な
り
。
　
幣
′
は
必
ず
誠
に
、
辞
は
勝
か
ら
ざ
る
無
し
。
之
れ
に
告
ぐ
る

つ

か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ひ

と

に
直
信
を
以
て
す
。
信
は
人
に
事
う
る
な
り
。
信
は
婦
徳
な
り
。
萱
た
び
之
れ

と
賛
す
れ
ば
身
を
終
う
る
ま
で
改
め
ず
。
故
に
夫
死
す
れ
ば
嫁
が
ず
。
男
子
親

さ
き
だ

迎
す
る
に
、
男
、
女
に
先
つ
は
、
剛
柔
の
義
な
り
。
天
は
地
に
先
ち
、
君
は

ま
み

臣
に
先
つ
、
其
の
義
一
な
り
。
撃
を
執
り
て
以
て
相
い
見
ゆ
る
は
、
敬
し
て
別

を
章
に
す
る
な
り
。
男
女
別
有
り
て
、
然
る
後
に
父
子
親
し
み
、
父
子
親
し
み

お
こ

て
、
然
る
後
に
義
生
ず
。
義
生
じ
て
、
然
る
後
に
種
作
り
、
確
作
り
て
然
る
後

に
萬
物
安
し
。
別
無
く
義
無
き
は
、
禽
獣
の
道
な
り
。
」
　
と
い
う
。
『
女
畢
』

文
中
の
　
「
人
獣
の
閲
」
　
は
、
『
種
記
』
に
お
け
る
こ
の
　
「
禽
獣
の
道
」
　
を
意
識

し
て
い
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
「
萱
た
び
之
れ
と
賛
す
れ
ば
身
を
終
う
る

ま
で
改
め
ず
。
」
　
に
つ
い
て
は
、
『
稽
記
』
鄭
玄
注
に
　
「
賓
と
は
牢
を
食
ら
い
、

尊
卑
を
同
じ
く
す
る
な
り
。
賓
、
或
い
は
酸
に
慮
る
。
」
　
と
い
う
。
『
列
女
侍
』

賢
明
篇
　
「
采
飽
女
宗
」
　
に
、
「
女
宗
日
く
、
婦
人
、
一
た
び
醸
す
れ
ば
、
改
め

100
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ず
。
」
　
と
あ
り
、
同
　
「
貞
順
」
　
篇
　
「
贅
人
之
妻
」
　
に
も
、
「
人
に
適
く
の
道
、

一
た
び
醗
す
れ
ば
、
身
を
終
う
る
ま
で
改
め
ず
。
」
、
同
篇
　
「
息
君
婦
人
」
　
に

「
終
に
身
を
以
て
式
醸
せ
ず
。
」
　
と
い
う
。
梁
端
『
列
女
侍
校
注
』
　
「
宋
飽
女

宗
」
・
篇
に
は
、
「
郊
特
牲
」
篇
の
鄭
注
に
注
目
し
、
「
賓
」
、
「
舐
」
は
、
「
古
音
、

脂
幽
二
部
馨
近
し
、
通
借
な
り
。
」
　
と
い
う
。
朱
彬
『
鵡
記
訓
纂
』
郊
特
牲
篇

に
、
王
引
之
の
説
を
引
い
て
、
「
古
本
、
正
し
く
酷
に
作
り
し
な
り
。
」
　
と
い

う
。
『
白
虎
通
義
』
嫁
姿
篇
に
は
　
「
郊
特
牲
」
　
篇
を
引
い
て
、
「
萱
た
び
之
れ

と
賛
す
れ
ば
、
身
を
終
う
る
ま
で
改
め
ず
。
」
に
作
る
。
陳
立
『
白
虎
通
疏
託
』

嫁
襲
篇
に
は
、
「
鄭
玄
は
彼
の
注
で
、
寮
、
一
に
樵
に
作
る
と
云
っ
て
い
る
よ

う
に
、
古
本
多
く
は
酷
に
作
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
班
氏
の
擦
る
と
こ
ろ
の

本
も
必
ず
同
じ
き
な
る
に
、
後
人
誤
り
て
鄭
本
に
依
り
て
此
の
虞
を
改
め
て
葬

に
作
り
し
の
み
。
」
　
と
指
摘
す
る
。

わ

か

ち

　

　

　

　

　

　

　

　

な

次
に
、
「
大
博
」
　
篇
に
は
、
「
男
女
、
排
無
け
れ
ば
則
ち
乱
升
る
。
天
地
の

情
な
り
。
」
　
と
い
う
。
「
昏
義
」
　
篇
に
も
、
昏
礼
の
儀
式
が
慎
重
に
丁
寧
に
運

ば
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
　
「
敬
慎
重
正
に
し
て
而
し
て
後
に
之
れ
を
親
し
む
は
、

種
の
大
鱒
な
り
。
而
し
て
男
女
の
別
を
成
し
て
夫
婦
の
義
を
立
つ
る
所
以
な
り
。

男
女
別
有
り
て
而
し
て
后
に
夫
婦
義
有
り
。
夫
婦
義
有
り
て
、
而
し
て
后
に
父

子
親
有
り
。
父
子
親
有
り
て
、
而
し
て
后
に
君
臣
正
有
り
。
故
に
日
わ
く
、
昏

種
な
る
者
は
種
の
本
な
り
と
。
」
　
と
い
う
。

（
2
）
　
『
種
記
』
哀
公
間
篇
に
、
「
孔
子
、
遂
に
言
い
て
日
わ
く
、
昔
、
三
代

明
王
の
政
、
必
ず
其
の
妻
子
を
敬
す
る
や
、
道
有
り
。
妻
な
る
者
は
親
の
主
な

り
。
敢
え
て
敬
せ
ざ
ら
ん
や
。
子
な
る
者
は
親
の
後
な
り
。
敢
え
て
敬
せ
ざ
ら

ん
や
。
君
子
は
敬
せ
ざ
る
こ
と
無
き
な
り
。
身
を
敬
す
る
を
大
な
り
と
属
す
。
」

と
あ
る
。
『
孔
子
家
語
』
大
昏
解
篇
に
も
同
趣
旨
の
文
が
見
え
、
文
言
に
少
し

異
同
が
有
る
が
、
「
孔
子
、
遂
に
言
い
て
日
わ
く
、
昔
、
三
代
明
王
必
ず
妻
子

を
敬
す
る
や
、
蓋
し
道
有
り
。
妻
な
る
者
は
親
の
主
な
り
。
子
な
る
者
は
親
の

後
な
り
。
敢
え
て
敬
せ
ざ
ら
ん
や
。
是
の
故
に
、
君
子
は
敬
せ
ざ
る
こ
と
無
き

な
り
。
敬
な
る
者
は
、
身
を
敬
す
る
を
大
な
り
と
鳥
す
。
」
　
と
い
う
。

【
第
五
十
九
章
】

［
原
文
］
　
孔
子
日
、
夫
種
、
防
民
所
淫
、
章
民
之
別
、
使
民
無
嫌
、
以
島
民

紀
者
也
、
故
男
女
無
媒
不
交
、
ノ
無
幣
不
相
見
、
恐
男
女
之
無
別
也
、
詩
云
、
伐

相
知
之
何
、
匪
斧
不
克
、
取
妻
如
之
何
、
匪
媒
不
得
、
峯
麻
如
之
何
、
横
従
其

畝
、
取
妻
如
之
何
、
必
告
父
母
、
（
夫
音
挟
、
取
倶
去
啓
、
従
音
宗
、
）

右
第
五
十
九
章

む

さ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

き

孔
子
日
わ
く
、
夫
れ
種
は
、
民
の
淫
ぼ
る
所
を
防
ぎ
、
民
の
別
を
章
ら
か
に

の
り

し
、
民
を
し
て
嫌
無
か
ら
使
め
、
以
て
民
の
紀
と
鳥
す
者
な
り
。
故
に
男
女
媒

無
け
れ
ば
交
わ
ら
ず
、
幣
無
け
れ
ば
相
い
見
ず
。
男
女
の
別
無
か
ら
ん
こ
と
を

あ
ら

恐
る
れ
ば
な
り
。
詩
に
云
う
、
村
を
伐
る
こ
と
之
れ
を
如
何
ん
ぞ
、
斧
に
匪
ざ

あ

た

　

　

　

　

　

　

め

と

れ
ば
克
わ
ず
。
妻
を
取
る
こ
と
之
れ
を
如
何
ん
ぞ
、
煤
に
匪
ざ
れ
ば
得
ず
。
麻

1

1

ノ

を
番
う
る
こ
と
之
れ
を
如
何
ん
ぞ
、
其
の
畝
を
横
従
に
す
。
妻
を
取
る
こ
と
之

れ
を
如
何
ん
ぞ
、
必
ず
父
母
に
告
ぐ
と
。
（
1
）
　
（
夫
は
音
挟
。
取
は
倶
に
去
聾
。

従
は
音
宗
。
）

右
、
第
五
十
九
章
。

○
資
料
研
究

200

（
1
）
　
『
鵡
記
』
坊
記
薯
に
、

臣

「
子
云
わ
く
、
夫
れ
種
は
、
民
の
淫
ぼ
る
所
を
坊

ぎ
、
民
の
別
を
章
ら
か
に
し
、
民
を
し
て
嫌
無
か
ら
使
め
、
以
て
民
の
紀
と
盛

す
者
な
り
。
故
に
男
女
媒
無
け
れ
ば
交
わ
ら
ず
、
幣
無
け
れ
ば
相
い
見
ず
。
男

女
別
無
か
ら
ん
こ
と
を
恐
る
れ
ば
な
り
。
笥
田
判
州
Ⅶ
a
u
l
割
判
判
別

ら
其
の
身
を
献
ず
る
も
の
有
り

詩
に
云
う
、
伐
る
こ
と
村
を
之
れ
を
如
何
ん
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あ

ら

　

　

　

あ

た

　

　

　

め

と

ぞ
、
斧
に
匪
ざ
れ
ば
克
わ
ず
。
取
る
こ
と
妻
を
之
れ
を
如
何
ん
ぞ
、
媒
に
匪
ざ

、
ヘ
ノ

れ
ば
得
ず
。
麻
を
番
う
る
こ
と
之
れ
を
如
何
ん
ぞ
、
其
の
畝
を
横
従
に
す
。
妻

を
取
る
こ
と
之
れ
を
如
何
ん
ぞ
、
必
ず
父
母
に
告
ぐ
と
。
」
　
と
あ
る
。
『
女
撃
』

で
は
、
初
め
の
　
「
子
云
わ
く
」
　
を
　
「
孔
子
日
わ
く
」
　
と
し
、
傍
線
部
は
省
い
て

い
る
。

【
第
六
十
章
】

［
原
文
］
孟
子
日
、
丈
夫
生
、
而
顧
慮
之
有
室
、
女
子
生
、
而
願
慮
之
有
家
、

父
母
之
心
人
皆
有
之
、
不
待
父
母
之
命
媒
灼
之
言
、
錬
穴
隙
相
窺
、
職
域
相
従
、

則
父
母
国
人
皆
鰻
之
、
　
　
　
　
右
第
六
十
章
。

孟
子
日
く
、
丈
夫
、
生
ま
れ
て
、
而
し
て
之
れ
が
鳥
め
に
室
有
ら
ん
こ
と
を

願
い
、
女
子
、
生
ま
れ
て
は
、
而
し
て
之
れ
が
慮
め
に
家
有
ら
ん
こ
と
を
願
う
。

父
母
の
心
、
人
皆
な
之
れ
有
り
。
父
母
の
命
媒
的
の
言
を
待
た
ず
し
て
、
穴
隙

を
錬
ち
て
相
い
窺
い
、
塔
を
倫
え
て
相
い
従
え
ば
、
則
ち
父
母
・
国
人
皆
な
之

れ
を
頗
し
む
　
（
1
）
。
　
　
　
　
右
第
六
十
章
、

○
資
料
研
究

（
1
）
男
女
の
恋
愛
に
つ
い
て
、
批
判
的
な
観
点
で
提
示
さ
れ
る
も
の
は
、
『
詩

ぽ

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

そ

し

経
』
に
多
い
。
「
衛
風
」
　
囁
篇
に
　
「
序
」
　
で
、
「
頓
は
時
を
刺
る
。
宣
公
の
時
、

穐
義
消
亡
し
、
淫
風
大
い
に
行
わ
る
。
男
女
、
別
無
く
、
遂
に
相
い
奔
誘
す
。

華
落
ち
色
衰
う
れ
ば
、
復
た
相
い
棄
背
す
。
…
…
正
に
反
る
を
美
し
、
淫
決
を

か

お

に

こ

や

か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

き

な

刺
す
る
な
り
。
」
　
詩
は
、
「
頓
の
盤
　
台
た
る
、
布
を
抱
き
て
綿
を
貿
う
。
爽

あ

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

さ

そ

い

は

か

り
て
練
を
貿
う
に
匪
ず
、
乗
り
て
我
に
帥
き
て
　
謀
　
る
な
り
。
子
を
送
り
て

き

の

か

わ

　

　

　

　

　

　

と

ん

き

ゆ

う

浜
を
捗
り
て
、
頓
丘
に
至
る
云
々
」
　
で
始
ま
り
、
約
束
し
て
、
迎
え
に
来

た
男
と
結
ば
れ
て
結
婚
す
る
が
、
そ
の
後
三
年
、
当
初
の
愛
情
は
日
々
色
あ
せ
、

あ
な
た
と
と
も

生
活
は
苦
労
の
連
続
で
あ
る
。
「
爾
及
借
に
老
い
ん
な
れ
ど
、
老
い
て
我
を
し

さ

わ

　

　

み

ぎ

わ

　

　

　

　

わ

か

い

こ

ろ

て
怨
み
使
む
。
浜
に
は
則
ち
岸
有
り
、
隈
に
は
絆
有
る
に
。
線
角
の
鼻
、
言

こ

こ

ろ

た

の

し

　

　

　

　

　

　

　

ま

こ

と

あ

り

　

　

　

　

　

　

お

も

い

も

よ

ら

ず

笑
し
て
畳
　
曇
、
信
誓
す
る
こ
と
且
且
な
れ
ど
、
其
の
　
反
　
を
思
わ
ず
、

や
ん
ぬ
る
か
な

反
を
是
れ
思
わ
ず
。
亦
七
巳
焉
哉
。
」
と
結
ば
れ
る
。
男
は
、
昔
の
誠
実
も
け

じ
め
も
知
ら
ぬ
顔
な
の
で
あ
る
。
鄭
箋
に
、
「
今
、
君
子
、
心
意
を
放
窓
に
し

て
、
曾
て
拘
制
す
る
所
無
し
。
」
　
と
い
う
。
『
詩
集
侍
』
に
、
「
言
う
こ
こ
ろ
、

も
と

我
と
汝
と
本
借
老
を
期
す
る
に
、
知
ら
ず
、
老
い
て
棄
て
ら
る
る
こ
と
比
く
の

如
く
に
し
て
、
徒
に
我
を
し
て
怨
み
使
む
と
は
。
」
　
と
い
う
。

せ

い

　

　

ろ

「
賓
風
」
　
南
山
篇
は
、
賓
か
ら
魯
　
（
他
国
）
　
に
嫁
い
だ
女
性
を
恋
し
て
追
う

じ
よ
う
こ
・
ノ

男
を
そ
し
る
歌
と
さ
れ
、
「
序
」
は
「
南
山
、
裏
公
を
剃
る
。
鳥
獣
の
行
も
て
、

其
の
妹
に
淫
す
。
」
　
と
い
う
。
こ
れ
は
、
従
来
、
賓
の
裏
公
が
、
魯
に
嫁
い
だ

妹
文
姜
と
道
な
ら
ぬ
関
係
を
続
け
た
史
実
を
歌
っ
た
も
の
と
云
わ
れ
て
い
る
。

う

　

　

　

　

　

　

い

か

ん

　

　

　

　

　

　

う

ね

　

よ

こ

た

て

そ
の
三
章
に
、
「
麻
を
菰
う
る
之
れ
を
如
何
せ
ん
、
其
の
畝
を
衡
従
に
す
。
妻

こ

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

な

ん

を
取
る
之
れ
を
如
何
せ
ん
、
必
ず
父
母
に
告
ぐ
。
既
に
日
に
告
げ
た
る
に
、
昂

も
と
め
き
わ

ぞ
又
た
　
鞠
　
む
る
」
　
と
い
う
。
正
式
な
手
順
に
従
っ
て
婚
姻
が
成
っ
た
も
の

を
、
な
ぜ
い
つ
ま
で
も
追
い
す
が
っ
て
恋
し
よ
う
と
す
る
の
か
と
語
り
歌
い
、

未
練
を
す
て
き
れ
な
い
男
性
を
そ
し
る
。
こ
れ
は
、
『
左
侍
』
荘
公
二
年
・
五

年
・
十
五
年
・
十
九
年
・
二
十
年
な
ど
に
、
文
責
の
行
動
を
批
判
的
に
記
述
し
、

『
公
羊
侍
』
や
『
穀
梁
侍
』
に
も
繰
り
返
し
指
摘
す
る
。
こ
の
伝
記
は
、
劉
向

げ
つ
。
へ
い
　
　
ろ
か
ん
ぷ
ん
き
ょ
う

『
列
女
侍
』
巻
七
撃
壁
篇
　
「
魯
桓
文
妻
」
　
の
語
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
物
語
の
展

開
や
関
連
文
献
な
ど
は
、
拙
著
『
劉
向
「
列
女
侍
」
の
研
究
』
貢
8
1
1
～
8
1
6
に
詳

し
い
。

は
い
ふ
う

男
女
の
恋
愛
を
歌
う
詩
も
多
い
。
「
榔
風
」
　
醇
女
篇
に
は
、
い
ろ
美
し
い
女

し
と
や
か
で
か
わ
い
い
お
ん
な

性
と
紬
細
隅
で
の
逢
い
細
緩
謙
し
さ
緒
持
塗
章
繕
転
肝
＋
．
碩

其
れ
妹
な
り
、
我
を
城
隅
に
侯
つ
。
　
愛
　
と
し
て
見
え
ず
、
首
を
掻

い

っ

た

り

き

た

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

う

わ

ず

る

こ

い

の

あ

い

ぴ

き

き
て
蜘
．
臆
す
。
」
と
い
う
。
し
か
し
朱
子
『
詩
集
侍
』
は
、
「
此
れ
淫
　
奔
期
合

300
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よ

う

ふ

う

　

そ

う

ち

ゆ

う

の
詩
な
り
。
」
　
と
い
う
。
「
鄭
風
」
　
桑
中
篇
は
、
自
由
恋
愛
を
そ
し
る
歌
と
さ

れ
、
「
序
」
　
に
、
「
桑
中
は
、
奔
を
剃
る
な
り
U
。
衛
の
公
室
淫
乱
に
し
て
、
男

ぬ
す

女
相
い
奔
る
。
世
族
在
位
に
至
る
ま
で
、
妻
妾
を
相
い
痛
み
、
幽
遠
に
期
す
。

こ

こ

　

か

ず

ら

　

と

　

　

ま

い

政
散
じ
民
流
し
て
、
而
し
て
止
む
可
か
ら
ず
。
」
と
い
う
。
「
麦
に
唐
を
采
る
、
株

む

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

う

き

ょ

う

　

　

く

わ

ば

た

け

　

ま

ち

あ

い

の
郷
に
。
云
に
誰
を
か
之
れ
思
う
、
美
な
る
孟
妻
。
我
を
桑
中
に
期
し
、

む

か

え

る

　

　

　

　

き

の

か

わ

　

ほ

と

り

我
を
上
官
に
要
し
、
我
を
演
の
上
に
送
る
。
」
と
あ
る
。
『
詩
集
博
』
は
、

が

っ

き

　

　

　

そ

う

か

ん

ぼ

く

じ

ょ

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

て

い

え

い

こ
れ
を
『
種
記
』
欒
記
貨
の
「
桑
間
液
上
の
音
」
に
結
び
つ
け
、
そ
の
「
鄭
衛

し

ま

り

な

し

　

ひ

と

し

と

の
音
は
、
乱
世
の
音
な
り
。
　
慢
　
に
　
比
す
る
な
り
。
桑
間
礁
上
の
音
は
亡

な
い
が
し
ろ
に

国
の
音
な
り
。
其
の
政
散
じ
、
其
の
民
流
し
、
上
を
　
証
　
し
私
を
行
い
て
而

し
て
止
む
る
可
か
ら
ず
。
」
　
を
引
い
て
、
「
按
ず
る
に
、
桑
間
即
ち
比
の
貸
、

故
に
小
序
も
欒
記
の
語
を
用
い
し
な
り
。
」
　
と
指
摘
す
る
。

『
詩
経
』
に
収
め
る
男
女
の
愛
の
交
流
を
歌
う
詩
が
、
す
べ
て
倫
理
的
な
観

点
で
そ
し
る
内
容
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
国
風
」
　
の
中

に
は
、
本
来
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
で
自
然
な
か
た
ち
で
語
ら
れ
歌
わ
れ
た
男
女

の
愛
の
や
り
と
り
が
収
録
さ
れ
た
も
の
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
後
に
、

儒
教
倫
理
の
観
点
か
ら
整
理
・
評
論
さ
れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
固
定
的
な
こ
じ
つ

け
が
生
み
出
さ
れ
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。

【
第
六
十
一
章
】

［
原
文
］
召
南
申
女
日
、
夫
婦
者
、
人
倫
之
始
也
、
不
可
不
正
、
正
其
本
、
則

萬
物
理
、
失
之
重
度
、
差
之
千
里
、

曲
沃
負
目
、
男
女
之
別
、
固
之
大
節
也
、
婦
人
脆
於
志
虚
於
心
、
不
可
以
邪

開
也
、
是
故
、
必
十
五
以
算
、
二
十
而
嫁
、
早
正
其
競
誼
、
所
以
就
規
節
情
也
、

聴
則
鳥
妻
、
奔
則
鳥
妾
、
所
以
開
善
過
淫
也
、
節
成
然
後
許
嫁
、
親
迎
然
後
随

従
、
貞
女
之
義
也
、
　
　
　
　
右
第
六
十
二
早
。

召
南
申
女
日
く
、
夫
婦
な
る
者
は
、
人
倫
の
始
め
な
り
。
正
さ
ざ
る
可
か
ら

お
さ

ず
。
其
の
本
を
正
せ
ば
、
則
ち
萬
物
埋
ま
る
。
之
れ
を
葛
厘
に
失
す
れ
ば
、
之

た
が

れ
を
千
里
に
差
う
な
り
　
（
1
）
。

も

ろ

　

　

　

　

む

な

曲
沃
負
目
く
、
男
女
の
別
は
、
園
の
大
節
な
り
。
婦
人
、
志
に
脆
く
、
心
に
虚

し
、
邪
を
以
て
開
く
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
是
の
故
に
、
必
ず
十
五
に
し
て
以
て

算
し
、
二
十
に
し
て
而
し
て
嫁
し
、
早
に
其
の
競
詮
を
正
す
は
、
規
に
就
き
情

を
節
す
る
所
以
な
り
。
碑
す
れ
ば
則
ち
妻
と
慮
し
、
奔
す
れ
ば
則
ち
妾
と
鳥
す

は
、
善
を
開
き
淫
を
過
む
る
所
以
な
り
。
節
成
り
て
然
る
後
に
許
嫁
し
、
親
迎

し
て
然
る
後
に
随
従
す
る
は
、
貞
女
の
義
な
り
　
（
2
）
。
　
　
　
　
右
、
第
六

十
一
章
。

○
資
料
研
究

（
1
）
　
劉
向
『
列
女
侍
』
巻
四
貞
順
篇
の
　
「
召
南
申
女
」
　
に
基
づ
く
。
申
人
の

女
で
あ
る
申
女
は
、
夫
家
が
、
正
式
の
婚
礼
の
儀
礼
整
え
ぬ
ま
ま
迎
え
よ
う
と

お
も

し
た
の
に
対
し
て
、
「
其
の
人
と
言
う
、
以
慮
う
に
夫
婦
は
人
倫
の
始
め
な
り

お
さ

正
さ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
侍
に
日
わ
く
、
其
の
本
を
正
せ
ば
、
則
ち
萬
物
埋
ま
る
。

ご
く
わ
ず
か

之
れ
を
豪
産
に
失
す
れ
ば
之
れ
を
千
里
に
差
う
と
。
是
を
以
て
本
立
ち
て
道

生
じ
、
源
治
ま
り
て
流
れ
精
し
。
故
に
嫁
要
は
重
き
を
博
え
業
を
承
け
、
先
祖

を
纏
績
し
て
宗
廟
の
主
と
盛
る
所
以
な
り
云
々
」
と
語
る
。
こ
こ
は
、
こ
れ
を

部
分
的
に
切
り
取
っ
て
い
る
。
『
韓
詩
外
樽
』
巻
一
に
「
侍
に
日
わ
く
、
夫
れ

行
露
の
人
、
許
嫁
す
。
然
り
而
し
て
未
だ
往
か
ず
。
一
物
、
具
わ
ら
ず
、
一
種
、

備
わ
ら
ざ
る
を
見
て
、
守
節
も
て
理
を
貞
す
と
し
、
守
死
も
て
往
か
ず
。
君
子
、

以
て
婦
道
の
宜
し
き
を
得
た
り
と
盛
す
。
故
に
奉
げ
て
而
し
て
之
れ
を
侍
え
、

揚
げ
て
而
し
て
之
れ
を
歌
い
て
、
以
て
無
道
の
求
め
を
絶
ち
汗
道
の
行
を
防
が

ん
か
と
。
詩
に
日
く
、
我
を
訟
に
速
か
ん
と
錐
も
、
亦
た
爾
に
従
わ
ず
と
。
」

と
あ
る
。
詩
説
や
か
ん
れ
ん
す
る
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
劉
向
　
「
列
女

400
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博
」
に
研
究
』
（
東
海
大
学
出
版
会
・
1
9
8
9
）
頁
4
4
9
～
4
5
3
を
参
照
。

（
2
）
　
劉
向
『
列
女
侍
』
巻
三
仁
智
篇
　
「
貌
曲
沃
負
」
　
に
基
づ
く
。
曲
沃
の
負

は
、
魂
の
大
夫
で
あ
っ
た
如
耳
の
母
で
あ
る
。
魂
の
哀
王
が
、
太
子
の
た
め
に

妃
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
美
人
で
あ
っ
た
の
で
、
己
の
所
有
に
し
よ
う

と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
曲
沃
負
は
、
如
耳
に
、
不
安
定
な
魂
の
国
情
か
ら

も
、
王
の
男
女
間
の
不
義
行
為
を
放
置
す
れ
ば
、
国
は
危
う
く
な
る
こ
と
は
必

至
で
あ
る
。
禍
有
れ
ば
わ
が
家
も
無
事
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
。
お
ま
え
が
王
に

忠
告
す
べ
き
だ
と
諭
す
。
し
か
し
、
如
耳
は
そ
の
き
っ
か
け
も
得
ぬ
ま
ま
、
寮

国
へ
使
い
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
曲
沃
負
は
、
自
ら
直
接
王
に
会
い
、

王
は
妃
匹
を
正
し
く
し
男
女
の
別
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
国
を
興
す
上
か
ら
重

要
で
あ
る
こ
と
や
婚
姻
の
意
義
な
ど
を
等
々
と
説
く
。
こ
れ
を
素
直
に
聞
き
入

れ
た
王
は
、
妃
を
太
子
に
与
え
、
如
耳
に
も
爵
録
を
与
え
る
。
王
は
国
政
に
励

み
外
国
も
攻
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
出
典
や
そ
の
他
の
関
連
す
る
資
料
研

究
に
つ
い
て
は
、
前
注
拙
著
の
頁
4
3
0
～
4
4
1
を
参
照
さ
れ
た
い
。

◎
『
典
故
列
女
伝
』
頭
注
部
分

「
内
閣
文
庫
」
　
本
、
頭
注
部
分
に
、

［
原
文
］
脆
軟
弱
也
、
意
中
空
也
、

算
帥
智
、
女
子
許
嫁
乃
算

脆
は
軟
弱
な
り
。
底
は
中
空
な
り
。

算
は
、
帥
ち
管
な
り
。
女
子
、
許
嫁
す
れ
ば
、
乃
ち
算
す
。

と
あ
る
。
「
脆
」
　
「
鹿
」
　
「
算
」
　
字
の
注
で
あ
る
。
各
本
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

○
は
字
体
を
な
さ
ぬ
も
の
。

②
「
脆
軟
弱
也
、
臆
中
空
也
、
」
　
「
算
帥
替
、
女
子
許
嫁
乃
算
」

③
「
q
軟
弱
也
、
臆
中
空
也
、
」
　
「
算
帥
智
、
女
子
許
嫁
乃
算
」

④
　
「
脆
軟
弱
也
、
廊
中
空
也
、
」
　
「
算
帥
替
、
女
子
許
嫁
乃
算
」

⑤
「
脆
軟
弱
也
、
應
中
空
也
、
」
　
「
算
帥
替
、
女
子
許
嫁
乃
算
」

⑥
「
脆
軟
弱
也
、
臆
中
空
也
、
」
　
「
算
帥
智
、
女
子
許
嫁
乃
算
」

【
第
六
十
二
章
】

［
原
文
］
行
露
之
詩
、
女
子
能
以
貞
潔
守
者
也
、
其
詞
日
、
厭
混
行
露
、
童
不

夙
夜
、
謂
行
多
露
、
又
日
、
誰
謂
雀
無
角
、
何
以
穿
我
屋
、
誰
謂
女
無
家
、
何

以
速
我
獄
、
錐
速
我
獄
、
室
家
不
足
、
誰
謂
鼠
無
牙
、
何
以
穿
我
聴
、
誰
謂
女

無
家
、
何
以
遠
我
訟
、
錐
速
我
訟
、
亦
不
女
従
、
　
　
　
右
第
六
十
二
章

行
露
の
詩
、
女
子
、
能
く
貞
潔
を
以
て
守
る
者
な
り
。
其
の
詞
に
日
わ
く
、

ぬ

れ

し

め

る

　

　

み

ち

厭
泡
た
る
行
の
露
、
豊
に
夙
夜
せ
ざ
ら
ん
や
。
行
に
露
多
L
と
謂
う
。
又
た

日
わ
く
、
誰
か
謂
う
雀
に
角
無
し
と
、
何
を
以
て
か
我
が
屋
を
穿
て
る
。
誰
か

な

ん

じ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

ね

謂
う
女
に
家
無
し
と
、
何
を
以
て
か
我
れ
を
獄
に
速
く
。
我
れ
を
獄
に
速
ね

く
と
錐
も
、
室
家
足
ら
ず
。
誰
か
謂
う
鼠
に
牙
無
し
と
、
何
を
以
て
か
我
が
糠

を
穿
て
る
。
誰
か
謂
う
女
に
家
無
し
と
、
何
を
以
て
か
我
れ
を
訟
に
速
ね
く
。

我
れ
を
訟
に
遠
く
と
錐
も
、
亦
た
女
に
従
わ
ず
。
　
右
、
第
六
十
二
章
。

○
資
料
研
究

『
詩
経
』
園
風
、
召
南
貨
の
　
「
行
露
」
　
に
、
「
厭
混
た
る
行
の
露
、
豊
に
夙

夜
せ
ざ
ら
ん
や
。
行
に
露
多
L
と
謂
う
。
又
た
日
く
、
誰
か
謂
う
雀
に
角
無
し

と
、
何
を
以
て
か
我
が
屋
を
穿
て
る
。
誰
か
謂
う
女
に
家
無
し
と
、
何
を
以
て

か
我
を
獄
に
速
く
。
我
を
獄
に
速
ね
く
と
錐
も
、
室
家
足
ら
ず
。
誰
か
謂
う
鼠

に
牙
無
し
と
、
何
を
以
て
か
我
が
糖
を
穿
て
る
。
誰
か
謂
う
女
に
家
無
し
と
、

何
を
以
て
か
我
を
訟
に
速
ね
く
。
我
を
訟
に
遠
く
と
錐
も
、
亦
た
女
に
従
わ
ず
。
」

と
あ
る
。
こ
の
詩
文
を
引
い
て
女
子
の
節
操
を
語
る
の
は
、
劉
向
『
列
女
侍
』

巻
四
貞
順
篇
の
　
「
召
南
申
女
」
　
で
あ
る
。
関
連
す
る
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
前

六
十
二
革
の
　
「
資
料
研
究
」
　
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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◎
『
典
故
列
女
伝
』
頭
注
部
分

「
内
閣
文
庫
」
　
本
、
頭
注
部
分
に
、

［
原
文
］
角
は
叶
音
、
録
、

角
は
叶
音
、
録
な
り
。

と
あ
る
。
「
角
」

不
明
で
あ
る
。

②
　
角
叶
音
録

③
　
角
叶
音
録

④
　
角
q
音
録

⑤
　
角
叶
音
録

⑥
　
角
咄
音
録

字
の
注
で
あ
る
。
各
本
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
○
は
字
体

【
第
六
十
三
章
】

［
原
文
］
啓
開
王
出
遊
、
至
東
郭
、
百
姓
轟
観
、
宿
癌
女
採
桑
不
顧
、
王
怪
之

召
而
間
鳶
、
封
日
、
妾
受
父
母
教
採
桑
、
不
受
教
観
大
王
、
王
日
、
此
奇
女
也
、

惜
哉
宿
癌
、
女
日
、
脾
妾
之
職
、
憬
徳
勤
事
、
筍
稀
任
使
、
宿
癌
何
傷
、
王
悦

日
、
此
賢
女
也
、
命
載
之
、
女
日
、
使
妾
不
受
父
母
之
教
、
而
随
大
王
、
是
奔

女
也
、
大
王
又
安
用
之
、
王
大
を
、
蹄
使
使
者
以
金
百
鎧
、
聴
鳥
后
、
〔
癖
音

留
、
構
去
啓
、
使
者
之
使
去
啓
、
〕
　
右
第
六
十
三
章
、

賓
の
関
王
、
出
で
て
遊
び
、
東
郭
に
至
る
。
百
姓
、
轟
く
観
る
。
宿
癌
女
、

桑
を
採
り
て
顧
み
ず
。
王
、
之
れ
を
怪
し
み
て
召
し
て
而
し
て
焉
れ
に
問
う
。

封
え
て
日
わ
く
、
妾
、
父
母
よ
り
受
け
て
桑
を
採
る
を
教
わ
れ
ど
も
、
大
王
を

観
る
を
受
け
教
わ
ら
ず
と
。
王
日
わ
く
、
此
れ
奇
女
な
り
。
惜
し
い
か
な
宿
癌か

な

な
り
と
。
女
日
く
、
婚
妾
の
職
、
徳
を
憬
し
み
事
を
勤
む
る
な
り
。
筍
し
く
も
稀

い
て
使
に
任
ず
れ
ば
、
宿
癖
、
何
ぞ
傷
ま
ん
や
と
。
王
悦
び
て
日
わ
く
、
此
れ

賢
女
な
り
と
。
命
じ
て
之
れ
を
載
せ
ん
と
す
。
女
日
わ
く
、
妾
を
し
て
父
母
の

教
え
を
受
け
ず
し
て
、
而
し
て
大
王
に
随
わ
使
む
れ
ば
、
是
れ
奔
女
な
り
。
大

お
く

王
又
た
安
く
ん
ぞ
之
れ
を
用
い
ん
や
と
。
王
大
い
に
怒
ず
。
蹄
ら
し
め
て
、
使

者
を
し
て
金
百
給
を
以
て
せ
使
め
て
、
聴
し
て
后
と
属
す
。
〔
癖
は
、
音
留
。
稀

は
、
去
響
。
使
者
の
使
は
、
去
響
。
〕
　
右
、
第
六
十
三
章
。
（
1
）

○
資
料
研
究

し
ゆ
く
h
ソ
ゆ
う

（
1
）
　
こ
の
伝
記
は
、
古
く
は
、
劉
向
『
列
女
俸
』
巻
六
辞
通
篇
　
「
賓
宿
　
癖

女
」
　
に
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
宿
癌
女
は
、
葬
の
東
都
の
女
で
、
後
に
関

王
の
后
に
な
っ
た
。
項
に
大
癌
が
有
っ
た
の
で
、
宿
癖
と
言
わ
れ
た
と
説
明
が

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
伝
記
の
初
め
の
、
正
式
の
婚
礼
の
儀
礼
を
無
視
し
て
、

女
性
を
妻
に
す
る
こ
と
の
非
礼
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
部
分
の
み
を
載
せ
て
い

る
。
劉
向
『
列
女
侍
』
の
原
文
と
や
や
異
な
る
と
こ
ろ
も
有
る
。
例
え
ば
、
「
徳

を
憬
し
み
事
を
勤
む
る
な
り
。
筍
し
く
も
稀
い
て
使
に
任
ず
れ
ば
」
　
の
部
分
な

ど
は
、
表
現
を
異
に
す
る
。
明
代
の
　
『
閏
範
』
　
（
呂
坤
撰
）
　
巻
2
善
行
　
「
女
子

之
道
」
　
に
載
せ
る
　
「
寮
宿
癌
女
」
　
で
は
、
「
女
日
く
、
脾
妾
の
職
、
徳
を
憬
し

み
事
を
勤
む
る
な
り
。
萄
し
く
も
構
い
て
使
に
任
ず
れ
ば
、
宿
癌
、
何
ぞ
傷
ま

ん
や
と
。
」
　
と
ま
と
め
る
。
『
女
畢
』
が
依
っ
た
資
料
は
、
こ
れ
で
あ
る
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
伝
記
の
後
半
は
、
宮
中
に
至
っ
た
宿
癌
女
が
、
そ
の
容
貌
の
点
で
は
諸

夫
人
の
失
笑
を
か
う
が
、
そ
の
現
実
正
視
の
冷
静
な
る
認
識
や
鋭
い
見
識
に
対

し
て
宮
中
の
女
性
た
ち
は
恥
じ
入
っ
た
と
い
う
J
　
閏
王
は
、
大
い
に
感
じ
て
、

「
立
て
て
以
て
后
と
鳥
す
。
・
：
…
…
期
月
の
聞
の
し
て
、
化
、
隣
国
に
行
わ
れ
、

諸
侯
、
之
れ
に
朝
す
。
三
菅
を
侵
し
、
秦
楚
を
催
し
て
、
一
た
び
帝
親
を
立
つ
。

関
王
、
此
に
至
る
は
、
宿
癖
女
、
力
有
る
な
り
。
女
死
す
る
の
後
に
及
び
、
燕
、

′

h
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ほ
ふ

遂
に
。
賓
を
屠
り
、
開
王
、
逃
亡
し
て
、
外
に
就
死
す
。
」
　
と
い
う
。
物
語
の
展
開

や
か
ん
れ
ん
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
、
頁
7
3
4
～
7
4
2
を
参
照
さ
れ
た
い
。

◎
『
典
故
列
女
伝
』
頭
注
部
分

「
内
閣
文
庫
」
　
本
、
頭
注
部
分
に
、

［
原
文
］
宿
宿
疾
、
癖
者
血
気
留
滞
一
虞
、
腫
而
不
散
也
、

宿
と
は
宿
疾
な
り
。
癌
な
る
者
は
、
血
気
一
虞
に
留
滞
し
て
、
臆
し

て
而
し
て
散
ぜ
ざ
る
な
り
。

と
あ
る
。
「
宿
」
　
「
癌
」
字
の
注
で
あ
る
。
各
本
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
（
　
）

は
文
字
欠
落
で
あ
る
。

②
　
宿
宿
癌
者
血
気
留
滞
一
慮
腫
而
不
散
也

③
　
宿
宿
疾
癌
者
血
気
留
滞
一
虞
腫
而
不
散
也

④
　
宿
宿
疾
癌
者
血
気
留
滞
一
虜
腫
而
不
散
也

⑤
　
宿
（
－
）
癌
疾
q
者
コ
気
留
滞
一
虞
腫
而
不
散
也

⑥
　
宿
癌
疾
癌
者
血
気
留
滞
一
虞
腫
而
不
散
也

【
第
六
十
四
章
】

［
原
文
］
宋
共
公
夫
人
伯
姫
、
魯
宣
公
女
也
、
嫁
十
年
而
共
公
卒
、
宋
災
、
火

及
千
姫
所
、
左
右
日
、
夫
人
避
火
、
伯
姫
臼
、
婦
人
之
義
、
保
博
不
具
、
宵
不

下
堂
、
待
保
博
来
也
、
左
右
日
、
如
火
何
、
伯
姫
日
、
吾
死
臭
、
夫
越
義
而
生
、

不
着
守
義
而
死
、
遂
逮
干
火
、
春
秋
書
之
、
以
著
其
賢
行
、
励
天
下
之
婦
道
也
、

〔
節
、
　
共
倶
音
恭
臭
、
夫
之
夫
音
挟
、
行
去
智
、
〕

楚
昭
王
夫
人
貞
妾
、
従
王
遊
子
漸
壷
、
王
他
出
、
留
夫
人
漸
塞
上
、
江
水
辟

至
、
王
使
使
者
迎
夫
人
、
而
忘
持
符
、
使
者
至
、
夫
人
日
、
王
召
宮
人
必
以
符
、

今
使
者
不
持
符
、
五
日
不
行
也
、
使
者
日
、
水
方
大
至
、
還
而
持
符
、
恐
後
臭
、

夫
人
日
、
妾
聞
之
、
貞
女
義
不
犯
約
、
勇
不
畏
死
、
棄
約
越
義
両
生
、
不
如
死
、

使
者
走
取
符
、
而
茎
崩
、
貞
姜
死
蔦
、
〔
使
者
之
使
、
倶
去
啓
、
〕

論
日
、
水
火
之
災
、
死
生
之
際
、
人
謂
可
以
行
樺
者
也
、
不
知
婦
人
以
畏
死

而
行
樺
、
終
有
無
所
不
至
者
兵
、
白
刃
一
脅
、
辱
身
敗
名
、
則
皆
倫
生
萄
免
之

心
誤
之
也
、
善
乎
両
夫
入
日
、
越
義
而
生
、
不
如
死
、
彼
目
視
其
身
如
泰
山
之

重
、
不
難
以
一
死
全
之
、
敬
身
之
至
者
也
、
　
　
　
右
第
六
十
四
章
、

采
の
共
公
の
夫
人
、
伯
姫
、
魯
の
宣
公
の
女
な
り
。
嫁
し
て
十
年
に
し
て
而

し
て
共
公
卒
す
。
采
に
災
あ
り
て
、
火
、
姫
の
所
に
及
ぶ
。
左
右
日
わ
く
、
夫

人
、
火
を
避
け
よ
と
。
伯
姫
日
わ
く
、
婦
人
の
義
、
保
僻
具
わ
ら
ざ
れ
ば
、
宵

に
堂
を
下
ら
ず
し
て
、
保
博
の
爽
た
る
を
待
つ
な
り
と
。
左
右
日
わ
く
、
火
を

如
何
せ
ん
と
。
伯
姫
日
わ
く
、
菩
れ
死
せ
ん
。
夫
れ
義
を
越
え
て
而
し
て
生
く

る
は
、
義
を
守
り
て
而
し
て
死
す
る
に
若
か
ず
と
。
遂
に
火
す
る
に
逮
ぶ
。
春

秋
、
之
れ
を
書
し
て
、
以
て
其
の
賢
行
を
著
わ
し
て
、
天
下
の
婦
道
を
励
ま
す

な
り
　
（
1
）
。
〔
節
な
り
。
共
は
、
倶
に
音
恭
な
り
。
夫
　
（
人
）
　
の
夫
は
、
音
挟
。
行
は

去智。〕楚
の
昭
王
の
夫
人
、
貞
妾
、
王
に
従
い
て
漸
茎
に
遊
ぶ
。
王
、
他
出
す
る
に
、

に
わ
か

夫
人
を
漸
茎
上
に
留
む
。
江
水
、
駿
に
至
る
。
王
、
使
者
を
し
て
夫
人
を
迎

え
使
む
る
に
、
而
る
に
符
を
持
せ
し
む
る
を
忘
る
。
使
者
至
る
。
夫
人
日
わ
く
、

王
、
宮
人
を
召
す
に
必
ず
符
を
以
て
す
。
今
、
使
者
、
符
を
持
せ
ず
。
菩
れ
行

か
ざ
る
な
り
と
。
使
者
日
わ
く
、
水
、
方
に
大
い
に
至
る
。
還
り
て
而
し
て
符

を
持
す
れ
ば
、
恐
ら
く
は
後
る
る
な
ら
ん
と
。
夫
人
日
わ
く
、
妾
、
之
れ
を
聞

く
、
貞
女
、
義
に
し
て
約
を
犯
さ
ず
、
勇
に
し
て
死
を
畏
れ
ず
。
約
を
棄
て
義

を
越
え
て
而
し
て
生
く
る
は
、
死
す
る
に
如
か
ず
と
。
使
者
、
走
り
て
符
を
取

る
に
、
而
る
に
茎
崩
じ
て
、
貞
妻
、
死
せ
り
　
（
2
）
。
〔
使
者
の
使
、
供
に
去
馨
。
〕

論
じ
て
日
わ
く
、
水
火
の
災
、
死
生
の
際
、
人
、
謂
え
ら
く
、
以
て
権
を
行

7

00
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な
う
可
き
者
な
り
と
。
知
ら
ず
、
婦
人
は
、
死
を
畏
る
る
を
以
て
し
て
、
而
し

て
楢
を
行
い
て
、
格
に
至
ら
ざ
る
所
無
き
こ
と
有
ら
ん
と
す
る
者
な
る
を
。
自

刃
、
一
た
び
脅
し
て
、
身
を
辱
め
名
を
敗
ら
ん
と
す
る
と
き
は
、
則
ち
皆
な

い
の
ち
を
お
し
む
　
い
き
な
が
ら
え
ん

倫
　
生
・
萄
　
免
の
心
も
て
之
れ
を
誤
る
な
り
。
善
き
か
な
、
両
夫
人
目
わ

く
、
義
を
越
え
て
而
し
て
生
く
る
は
、
死
す
る
に
如
か
ず
と
。
彼
、
自
ら
其
の

身
を
視
る
こ
と
泰
山
の
如
く
之
れ
重
く
し
て
、
一
死
を
以
て
之
れ
を
全
う
す
る

こ
と
を
難
し
と
せ
ず
。
敬
身
の
至
れ
る
者
な
り
（
3
）
。
　
右
、
第
六
十
四
章
。

○
資
料
研
究

（
1
）
　
こ
の
伝
記
は
、
劉
向
『
列
女
侍
』
巻
四
　
「
宋
恭
伯
姫
」
　
に
見
え
る
。
叙

述
は
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
。
こ
こ
に
は
、
特
に
伯
姫
が
義
を
全
う
し
て
死

し
た
部
分
を
掲
げ
る
。
劉
向
『
列
女
侍
』
で
は
、
伯
姫
が
、
婚
礼
で
の
親
迎
を

し
な
か
っ
た
の
で
、
采
に
対
し
て
　
「
命
を
聴
く
を
肯
ぜ
ず
。
」
　
の
態
度
を
と
っ

た
こ
と
を
叙
述
し
て
、
そ
の
義
理
に
対
す
る
信
念
の
堅
さ
を
語
る
。
こ
の
伝
記

に
関
す
る
関
連
資
料
や
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
の
頁
4
5
4
～
4
6
5
に
詳
し
い
。

（
2
）
　
こ
の
伝
記
は
、
劉
向
『
列
女
侍
』
巻
四
　
「
楚
昭
貞
姜
」
　
に
見
え
る
。
し

か
し
ま
と
め
か
た
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
。
伝
記
に
関
す
る
関
連
資
料
や

問
題
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
の
頁
4
9
6
～
4
9
8
に
詳
し
い
。

（
3
）
　
こ
の
藍
鼎
元
の
論
は
、
身
を
殺
し
て
義
を
実
践
す
る
こ
と
と
、
敬
身
の

徳
と
の
関
連
を
論
じ
よ
う
と
す
る
。
二
人
の
女
性
の
場
合
、
身
を
殺
し
生
を
棄

て
る
こ
と
は
、
一
見
、
敬
身
の
観
念
に
そ
ぐ
わ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
然
る
に
敢
え
て
敬
身
の
徳
と
認
定
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

倫
生
・
萄
免
の
心
に
惹
か
れ
て
非
義
に
泥
む
こ
と
な
く
、
身
を
挺
し
て
義
を
実

践
す
る
自
己
を
確
立
し
た
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
だ
か
ら
、
「
一
死
を
以
て
之

れ
を
全
う
す
る
こ
と
を
難
し
と
せ
ず
。
敬
身
の
至
れ
る
者
な
り
。
」
　
と
言
う
の

で
あ
る
。
『
漢
書
』
列
俸
三
十
二
に
、
任
安
に
報
じ
る
書
で
、
司
馬
遷
は
、
「
人
、

固
よ
り
一
死
有
り
。
死
す
る
に
泰
山
よ
り
重
き
有
り
、
或
い
は
鴻
毛
よ
り
軽
き

有
る
は
、
之
れ
を
用
い
て
趣
く
所
を
異
に
す
れ
ば
な
り
。
」
と
い
う
。
こ
こ
で
、

藍
鼎
元
は
、
両
女
共
に
、
権
を
越
え
て
義
を
実
践
し
た
こ
と
を
敬
身
の
徳
と
評

価
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
異
な
る
見
解
も
有
る
。
す
な
わ
ち
、
呂
坤

『
間
範
』
　
（
巻
三
、
善
行
、
婦
人
の
道
）
　
は
、
貞
妻
と
伯
姫
に
つ
い
て
は
、
そ
の

評
価
を
や
や
異
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
貞
妾
に
つ
い
て
は
、
「
身
を
殺
し
て
以

て
信
を
成
す
と
謂
う
可
き
凍
り
。
…
…
‥
貞
菱
も
亦
た
其
の
召
し
に
従
い
て
、

而
し
て
王
、
己
を
罪
せ
ざ
る
こ
と
信
ず
る
と
錐
も
、
信
を
以
て
君
を
成
し
、
種

を
以
て
己
を
持
す
。
故
に
死
に
寧
じ
て
而
し
て
往
か
ざ
る
の
み
。
惜
し
い
か
な
、

采
の
伯
姫
の
賢
、
貞
妾
の
道
に
合
す
る
に
若
か
ず
。
」
　
と
し
、
伯
姫
に
対
し
て

は
、
「
伯
姫
、
樽
を
守
る
こ
と
、
其
の
身
よ
り
も
重
き
な
り
。
…
…
…
確
を
守

る
こ
と
の
厳
な
る
こ
と
、
千
古
に
一
人
の
み
。
君
子
、
其
の
志
を
哀
れ
み
、
而

し
て
又
た
其
の
通
嬰
の
権
に
昧
き
を
惜
し
む
な
り
。
」
　
と
言
う
。

◎
『
典
故
列
女
侍
』
頭
注
部
分

「
内
閣
文
庫
」
　
本
、
頭
注
部
分
に
、

［
原
文
］
符
剖
竹
島
之
、
各
持
其
半
、
有
事
合
以
信
、
観
於
牢
死
而
不
可
辱
身
、

況
未
必
至
死
、
惟
囲
富
貴
食
淫
欒
、
遂
敗
名
喪
節
而
不
顧
、
此
又
無
祉

卑
頗
之
尤
者
也
、

符
は
剖
き
て
竹
を
之
れ
を
残
る
。
各
々
、
其
の
半
ば
を
持
し
て
、
事
有

る
と
き
合
し
て
以
て
信
と
す
。
死
を
寧
L
と
し
て
而
し
て
身
は
辱
し
む

可
か
ら
ざ
る
に
観
あ
り
。
況
ん
や
未
だ
必
ず
し
も
死
に
至
ら
ざ
る
に
、

惟
だ
富
貴
を
囲
り
淫
欒
を
食
り
て
、
遂
に
名
を
敗
り
節
を
喪
い
て
而
し

て
顧
ざ
る
を
や
。
此
れ
又
た
祉
ず
る
無
き
卑
鰻
の
尤
な
る
者
な
り
。

と
あ
る
。
各
本
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
○
は
字
体
不
明
で
あ
る
。

②
　
符
剖
竹
島
之
、
各
持
其
半
、
有
事
合
以
信
、

0000
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観
於
寧
死
而
身
不
可
辱
、
況
未
必
至
死
、
惟
圏
富
貴
貪
淫
楽
、
遂
敗
名
喪

節
而
不
顧
、
此
又
無
祉
卑
　
鰻
之
尤
者
也
、

③
　
符
剖
竹
鳥
之
、
各
持
其
半
、
有
事
合
以
信
、

観
於
寧
q
而
身
不
可
辱
、
況
未
必
至
死
、
惟
園
富
貴
貪
淫
楽
、
遂
敗
名
喪

q
而
不
顧
、
此
又
無
祉
卑
　
膿
之
尤
者
也
、

④
　
符
剖
竹
島
之
、
各
持
其
半
、
有
事
合
以
信
、

観
於
牢
死
而
身
不
可
辱
、
況
未
必
至
死
、
惟
囲
富
貴
q
淫
欒
、
遂
敗
名
喪

節
而
不
顧
、
此
又
無
恥
朝
　
練
之
尤
者
也
、

⑤
　
符
剖
竹
鳥
之
、
各
持
其
半
、
有
割
合
以
信
、

剣
於
寧
死
而
身
不
可
辱
、
況
未
必
至
死
、
惟
囲
富
貴
0
1
淫
楽
、
遂
敗
名
喪

節
而
不
顧
、
此
又
無
祉
卑
　
購
之
尤
者
也
、

⑥
　
符
剖
竹
島
之
、
各
持
其
半
、
有
事
合
以
信
、

観
於
樹
死
而
身
不
可
辱
、
況
未
必
至
死
、
惟
薗
富
貴
食
淫
欒
、
遂
敗
名
喪

節
萄
不
顧
、
此
乃
無
職
卑
　
洩
之
尤
者
也
、

【
第
六
十
玉
章
　
】

（
原
文
）
魯
秋
朝
子
姿
妻
五
目
、
去
而
宮
子
陳
五
年
乃
蹄
、
牌
至
家
、
見
採
桑

婦
而
悦
之
、
下
車
輿
語
、
婦
人
採
桑
不
顧
、
秋
胡
子
日
、
力
田
不
如
逢
豊
年
、

採
桑
不
知
見
囲
卿
、
吾
有
金
、
願
以
輿
夫
人
、
婦
人
日
、
吾
不
願
人
之
金
、
秋

胡
子
遂
去
、
至
家
、
奉
金
遺
母
、
母
命
呼
妻
、
妾
出
、
乃
桑
間
婦
也
、
秋
胡
子

大
斬
、
妻
貴
之
日
、
見
色
東
金
、
而
忘
其
母
、
大
不
孝
也
、
事
親
不
孝
、
則
事

君
不
忠
、
鹿
家
不
義
、
則
治
官
不
理
、
孝
義
並
亡
、
禍
不
遠
臭
、
任
君
別
襲
、

妾
投
河
水
而
死
、
乃
作
詩
日
、
郎
恩
菓
薄
妾
氷
清
、
郎
輿
黄
金
、
妾
不
應
、
若

使
偶
然
通
一
語
、
半
生
誰
信
守
孤
燈
、
　
　
　
右
第
六
十
五
章
。

魯
の
秋
朝
子
、
妻
を
要
り
て
五
日
に
し
て
、
去
り
て
而
し
て
陳
に
官
す
る
こ

と
五
年
に
し
て
乃
ち
締
る
。
格
に
家
に
至
ら
ん
と
し
て
、
桑
を
採
る
の
婦
を
見

て
而
し
て
之
れ
を
悦
び
て
、
車
を
下
り
て
輿
に
語
ら
ん
と
す
。
婦
人
、
桑
を
採

り
て
顧
み
ず
。
秋
朝
子
日
わ
く
、
力
田
す
る
も
翌
年
に
逢
う
に
如
か
ず
。
採
る

も
桑
を
圃
卿
に
見
う
に
如
か
ず
。
吾
れ
に
金
有
り
て
、
願
わ
く
は
以
て
夫
人
に

輿
え
ん
と
。
婦
人
日
わ
く
、
吾
れ
人
の
金
を
願
わ
ず
と
。
秋
胡
子
、
遂
に
去
り

て
、
家
に
至
る
。
金
を
奉
じ
て
母
に
遣
る
。
母
、
命
じ
て
妻
を
呼
ぶ
。
妾
出
づ

る
に
、
乃
ち
桑
間
の
婦
な
り
。
秋
胡
子
、
大
い
に
漸
ず
。
妻
、
之
れ
を
責
め
て

日
わ
く
、
色
を
見
て
金
を
棄
て
、
而
し
て
其
の
母
を
忘
る
る
は
、
大
不
孝
な
り
。

事
え
て
親
に
孝
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
君
に
事
え
て
忠
な
ら
ざ
る
な
り
。
家
に
威

し
て
義
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
官
を
治
め
て
理
ま
ら
ず
。
孝
・
義
、
並
び
に
亡
ぶ

れ
ば
、
禍
、
遠
か
ら
ざ
ら
ん
。
君
に
別
に
要
ら
ん
こ
と
を
任
ず
。
妾
は
河
水
に

投
じ
て
而
し
て
死
せ
ん
と
。
乃
ち
詩
を
作
り
て
日
わ
く
、
郎
の
恩
、
薬
の
ご
と

薄
く
、
妾
は
氷
の
ご
と
精
し
。
郎
の
輿
え
し
黄
金
、
妾
は
應
ぜ
ず
。
若
し
偶
然

な
ら
使
む
れ
ば
、
一
語
を
通
ぜ
ん
。
半
生
、
誰
を
か
信
ぜ
ん
、
孤
燈
を
守
ら
ん

と
　
（
1
）
。
　
　
　
　
右
、
第
六
十
五
章
。

○
資
料
研
究

（
1
）
　
こ
の
話
は
、
劉
向
『
列
女
侍
』
巻
五
　
「
魯
秋
潔
婦
」
　
に
見
え
る
。
『
女

√
F

撃
』
の
ま
と
め
方
は
や
や
異
な
る
。
ま
た
、
歴
代
、
文
学
の
素
材
と
さ
れ
て
い

る
。
武
氏
同
の
画
像
に
も
画
材
と
さ
れ
て
い
る
。
伝
記
に
関
連
す
る
諸
問
題
は
、

前
掲
拙
著
の
頁
．
5
・
8
4
～
5
9
0
を
参
照
さ
れ
た
い
。

◎
『
典
故
列
女
侍
』
頭
注
部
分

「
内
閣
文
庫
」
　
本
、
頭
注
部
分
に
、

［
原
文
］
責
以
不
幸
不
忠
不
義
、
理
○
詞
正
、
秋
胡
子
、
其
又
何
言
、
倫
因
此

而
痛
自
謝
過
誓
願
改
悔
、
以
母
命
留
之
、
或
尚
可
挽
回
、
乃
黙
無
半
語
、

0
ノ
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婦
蓋
逆
知
、
其
不
足
有
島
、
而
決
志
於
一
死
也
、
悲
夫
、

責
む
る
に
不
幸
不
忠
不
義
を
以
て
し
て
、
理
は
〇
、
詞
は
正
。
秋
胡
子
、

其
れ
又
た
何
を
か
言
わ
ん
。
倫
お
此
れ
に
因
り
て
而
し
て
痛
自
・
謝
過

し
て
誓
願
・
改
悔
し
、
母
命
を
以
て
之
れ
を
留
む
れ
ば
、
或
い
は
尚
お

挽
回
す
可
き
も
、
乃
ち
黙
し
て
半
語
す
ら
無
し
。
婦
、
蓋
し
逆
知
す
る

な
ら
ん
、
其
れ
属
す
有
る
に
足
ら
ず
、
而
し
て
志
を
一
死
に
決
す
る
な

り
。
悲
し
い
か
な
。

と
あ
る
。
各
本
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
○
は
、
本
来
、
「
有
」
　
か
　
「
直
」
　
で

あ
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
字
体
不
明
で
あ
る
。
（
　
）
　
部
分
は
欠

落
部
分
で
あ
る
。

②
　
責
以
不
幸
不
忠
不
義
、
理
○
詞
正
、
秋
胡
子
、
其
又
何
言
、
偶
因
此
而
痛

自
謝
過
誓
願
改
悔
、
以
母
　
命
留
之
、
或
尚
可
挽
固
、
乃
黙
無
半
語
、
婦

蓋
逆
知
、
其
不
足
有
馬
、
而
決
志
於
一
死
也
、
悲
夫
、

③
　
責
以
不
幸
不
忠
不
義
、
理
○
詞
正
、
秋
朝
子
、
其
又
何
言
、
倫
因
此
而
痛

日
射
過
誓
願
改
悔
、
以
母
　
命
留
之
、
或
尚
可
挽
回
、
乃
黙
無
半
語
、
婦

蓋
逆
知
、
其
不
足
有
島
、
而
決
志
於
一
死
也
、
悲
夫
、

④
　
責
以
不
幸
不
忠
不
義
、
理
副
詞
正
、
秋
朝
子
、
其
又
何
言
、
偶
因
此
而
痛

自
謝
過
誓
願
改
悔
、
以
母
　
命
留
之
、
或
尚
可
挽
回
、
乃
黙
無
半
語
、
婦

蓋
逆
知
、
其
不
足
有
慮
、
而
決
志
於
一
死
也
、
悲
夫
、

⑤
　
責
以
不
幸
不
忠
不
義
、
理
利
詞
正
、
秋
胡
子
、
其
又
何
言
、
偶
因
此
而
痛

剖
謝
瑚
誓
願
改
悔
、
以
母
　
命
留
之
、
或
尚
可
挽
回
、
乃
黙
無
半
謝
、
婦

蓋
逆
知
、
其
不
足
有
島
、
而
決
志
於
一
死
也
、
悲
夫
、

⑥
　
責
以
不
幸
不
忠
不
義
、
理
固
詞
正
、
秋
朝
子
、
刊
瑚
又
何
言
、
偶
因
此
而

007

痛
　
（
　
）
　
謝
過
誓
願
改
悔
、
　
以
母
命
留
　
（
－
）
、
（




